
原爆被爆者の健康影響調査の結果から、被ばくした線量が増えると、発がんのリス
クが高まることが知られています。固形がんリスクに関する最新の原爆被爆者の疫学
調査では、がん罹患リスクは100ミリグレイ以上で1、がん死亡リスクは200ミリグ
レイ以上で2、線量とリスクに比例関係が見られます。
しかし100 ～ 200ミリグレイよりも低い線量における線量反応（図中の0.0 ～ 0.2
グレイの範囲のプロットが線形モデルや線形二次モデルに一致するか）については不
確実性が残っており、研究者によっても意見が分かれています。例えば、線量とがん
リスクは比例関係にあるのか、それとも実質的なしきい値が存在するのか、あるいは
別の相関があるのかは、今後の研究によって明らかになることが期待されます。
（関連ページ：上巻P99「相対リスクと寄与リスク」、上巻P168「LNTモデルをめ
ぐる論争」）
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